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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
ご
理
解
ご

支
援
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
春
は

二
百
七
十
七
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
数
八
百
二
十
七
名
で
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
今

春
の
卒
業
生
は
、
進
路
面
で
は
京
都
大
学
、

自
治
医
科
大
学
な
ど
超
難
関
大
学
と
評
さ
れ

る
大
学
等
へ
の
進
学
か
ら
、
専
門
学
校
に
学

び
の
場
を
移
し
た
生
徒
、
あ
る
い
は
職
に
就

き
社
会
人
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
た
生
徒
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
夢
の
実
現
に
向
け
て
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
本
校
を
巣
立
っ
た
生
徒

諸
君
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
も
、
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）、

あ
る
い
は
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し

た
生
徒
を
は
じ
め
、
様
々
な
場
で
本
校
の
代

表
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
生
徒
も
多

く
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

本
校
の
教
育
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
授

業
、
学
校
行
事
等
も
平
常
ど
お
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
に
は
、昇
龍
祭
で
の
模
擬
店
運
営
、

国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
本
校
の
教
育
活
動
を
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
春
、
公
立
高
校
の
再
編
に

よ
り
二
つ
の
高
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
中
学
校
卒
業
者
数
の
急
激
な
減
少
に
因
る

の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
本
校
に
お
い
て
も

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
学
校
改
革
に
着
手
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
改
革
の
一
端
に
触
れ
ま
す
。
本
校
は

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
先
進
校
と
し
て
生
徒
の

海
外
研
修
等
も
積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
研
修
経
費

の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
修

旅
行
の
選
択
制
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
仮
に
国
内
研
修
を
選
択
し

た
場
合
で
も
、
海
外
研
修
に
相
当
す
る
研
修

の
機
会
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
本
校
が
年
月

を
重
ね
て
培
っ
て
き
た
伝
統
を
失
う
こ
と
な

く
、
本
校
に
学
ぶ
生
徒
諸
君
が
グ
ロ
ー
バ
ル

な
感
覚
を
培
う
機
会
を
大
事
に
し
な
が
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支
援
は
不

可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃

よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
、
鈴
木
洋
と
申
し
ま
す
。
私
の

勤
務
地
は
大
船
渡
で
、
遠
方
か
ら
の
活
動
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
は
中
学
校
よ
り
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

最
近
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に

よ
り
業
務
量
が
軽
減
し
て
お
り
ま
す
し
、
事

務
局
の
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
間
の
協
力
に

よ
り
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
原
点
は
『
子
供
た
ち
の
た

め
に
保
護
者
と
教
職
員
が
話
し
合
う
場
』
で

あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
で
き
る
活
動
を
保
護

者
と
学
校
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
例
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
同
様
に
、
会

報
の
発
行
、
昇
龍
祭
な
ど
の
学
校
行
事
の
支

援
、
研
修
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
賜

り
な
が
ら
、
教
職
員
の
先
生
方
と
の
協
力
の

も
と
、
生
徒
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
で
成
長

で
き
る
よ
う
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
１

年
間
の
任
期
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
も
ど

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校長
川上　圭一

PTA会長
鈴木　洋

「
ご
あ
い
さ
つ
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

旧
３
V　
中
屋　
翔
陽

私
が
自
治
医
科
大

学
を
考
え
は
じ
め
た

の
は
、
高
校
二
年
生

の
夏
で
し
た
。

自
治
医
科
大
学
の

入
試
形
式
は
少
し
特

殊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

県
か
ら
二
、三
人
し
か
と
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
筆
記
試
験
で
は
そ
こ
そ
こ
の
点
数
は
取
れ
た

と
思
っ
て
も
、
周
り
が
ど
の
く
ら
い
で
き
る
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
少
し
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
結
果
的
に
合
格
で
き
、
そ
の
時
は
一
気

に
疲
れ
が
と
れ
、
安
心
し
ま
し
た
。
手
応
え
が

良
く
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
合
格
で
き
た
の

で
、
本
番
で
失
敗
し
た
と
思
っ
て
も
そ
の
日
以

降
は
出
来
に
つ
い
て
深
く
考
え
な
く
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
勉
強
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
成

績
を
伸
ば
す
な
ら
問
題
演
習
を
積
ん
で
い
く
の

が
や
は
り
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
問
題
を
解
き

慣
れ
た
り
、
経
験
値
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と

で
本
番
に
あ
せ
ら
ず
に
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
で

い
け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
多
少
体
を
動
か
し
、

体
力
を
つ
け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

身
体
的
に
も
体
力
を
つ
け
る
こ
と
は
受
験
に
お

い
て
粘
り
強
さ
と
い
う
点
で
効
力
を
発
揮
す
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
先
の
社
会
を
考
え
て
も
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
は
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
私
に
は
良
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
自
身
の
無
知
を
認

識
し
、
そ
れ
を
知
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
自
分

の
能
力
が
ど
こ
で
発
揮
す
べ
き
か
、
ま
た
自

分
の
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
進
路
選
択
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
他
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と

も
大
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
強
い
望
み
が
あ

る
な
ら
、
他
人
の
評
価
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分

を
信
じ
て
進
路
を
決
め
る
べ
き
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

「
中
高
一
貫
V
コ
ー
ス
２
期
生
が
旅
立
ち
ま
し
た
」

旧
３
V
副
担
任　
齋
藤
成
一

2
0
1
8
年
に
新
設
さ
れ
た
盛
岡
中
央
高
等

学
校
附
属
中
学
校
は
、
今
春
第
２
期
生
が
高
校

卒
業
を
む
か
え
ま
し
た
。
内
進
生
の
V
コ
ー
ス

の
生
徒
た
ち
は
、
旧
帝
大
や
医
学
部
と
い
っ
た

高
い
進
路
目
標
を
掲
げ
大
学
受
験
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
工
学
部
最
難
関
の
京
都
大
学
工
学
部
情

報
学
科
に
見
事
合
格
を
果
た
し
た
生
徒
は
、
普

段
あ
ま
り
勉
強
し
て
い
な
い
素
振
り
で
し
た
が

実
は
、基
礎
基
本
を
大
切
に
考
え
る
と
と
も
に
、

密
か
に
過
去
問
は
10
年
間
分
を
解
き
ま
く
る
と

い
う
、
ま
さ
に
中
高
一
貫
の
先
取
学
習
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
隠
れ
た
努

力
家
で
あ
り
ま
し
た
。

医
学
部
医
学
科
入
試
に
関
し
て
は
、
６
年
間

中
高
一
貫
教
育
の
利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
た

先
取
学
習
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
高
い
人
間
力
を
身
に
つ
け
た
こ
と
が
、
ほ

か
の
生
徒
さ
ん
を
含
め
た
２
期
生
の
成
果
を
下

支
え
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
V
コ
ー
ス
の
生
徒
さ
ん
も
、
大
学
入

試
に
限
ら
ず
に
多
方
面
で
さ
ら
な
る
成
果
を
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
将
来
を
見
据
え
て
」（
合
格
体
験
記
よ
り
）
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グローバルリーダー育成研修
「アメリカでのグローバルリーダー育成研修について」

大橋 凌雲（2V）
今回のグローバルリーダー育成研修

では、日本とアメリカの生活スタイルの
違いを実際に感じることができました。

研修中に通ったラングレー（Ｌａｎｇｌ
ｅｙ）高校は、ヴァージニア州にあり、
生徒数2000人を誇る大きな高校です。
この学校で特に日本との違いを実感し
たのは、授業の時間割です。アメリカ
の高校では日本の大学のように生徒が
各自受講したい講義を選択できること
でした。

この高校で受けた授業の中で私が最
も印象に残ったのは、歴史の授業です。

私がラングレー高校を訪れた時は、試験期間やそのための準備期間だった授業が多くあっ
たが、歴史の授業では第二次世界大戦をテーマとした授業を行っていました。この授業で
は、日本で習った第二次世界大戦の知識よりも、さらに詳細な内容について教えていたの
で、新たなことを知ることができて嬉しかったです。また、アメリカ側からの視点で世界大
戦時の日本の動向を知るのも、不思議な感覚でした。ラングレー高校で話した生徒はみん
なフレンドリーで、アメリカに来た感想や、日本の学校との違い、好みのアーティストなど様々
な話をすることができました。

またラングレー高校では、最後の授業の終了時刻が3時と、日本よりも早く終わるため、
午後はワシントンDCの中心にあるショッピングモールでバディのアイザック（Isaac）やそ
の友達と買い物をしたり、ホストファミリーが飼っている犬と散歩したりするなど、様々なこ
とを体験することができました。

アイザックとその友達と行ったタイソンズ コーナー センターというショッピングモール
は、日本でいうイオンと同じような作りになっていました。ここで私は日本へのお土産とし
て、いくつかの商品を購入することができました。

休日は私が1週間ホームステイさせていただいたキャンフィールド（Canfield）さんに連れ
られ、スミソニアン博物館群の国立自然史博物館とスミソニアン国立航空宇宙博物館を訪れ
ました。どちらの博物館も多岐にわたる展示物が展示されており、とても興味深かったです。
個人的に最も印象に残っているのが、スミソニアン国立航空宇宙博物館に展示されていた
SR-71（通称ブラックバードと呼ばれているらしい）です。黒い機体とシルエットがかっこいい
と思いました。国立自然
史博物館でも、アメリカ
の生態系や、各国の文化
を知ることができました。

この研修を通して、以
上のような日本とアメリ
カの違いを知ることがで
きたのに加え、海外生と
の交流という貴重な経験
をすることができました。
この経験を今後の人生に
活かしていきたいです。

「本当の多様性」� 堀内 咲来（2Z2）
私は、オーストラリアに行って初めて本当の多様性に出会えたと思います。

私のホームステイ先はバングラデシュ人で、ホストマザーがイスラム教の関係
でファスティングをしていました。日本の宗教はファスティングをするというの
は聞いたことないので、これがわたしが最初に見た日本との違いでした。

わたしはオーストラリアに行く前は、ホームステイというものはとても簡単な
ことだと思っていました。ですが、オーストラリアに行ってみて感じたことは実
際は英語が聞き取れない、話せない、関わり方が分からないなど難しいこと
ばかりでした。ただ、私の拙い英語でもバディがコミュニケーションを取ろうと
してくれたことが唯一の救いでした。ホームステイでは私のことを日本人の娘
だと言って家族の一員として受け入れてくれました。私のバディがここにはた
くさんの国籍の方がいることやどんな国籍であろうとどんな見た目であろうと
関係ないということを教えてくれました。バディから学ぶことも多かったと思い
ます。

オーストラリアと日本を比べて感じたことがあります。それはオーストラリア
は服装や見た目を気にしないなどといった多様性が認識されてるところです。
オーストラリアでは露出が高い服を着ている人、タトゥーが入ってる人、レディー
スの服を着る男性などたくさんいました。でも、それはオーストラリアでは何
も言わないし、気にしないと聞きました。日本では露出の高い服を着ていれば
露出狂と、タトゥーが入っていれば怖いと、レディースの服を着ている男性が

いれば、ゲイだと勝手に言われたりします。日本でも多様性を認めてるように
みえていますが、実際は全てを受け入れることが本当の多様性であると思って
います。見た目で色々制限があったり色々言われる日本は全く多様性ではな
い。日本の多様性は偽物だ。私はそういう周りと同じが好ましいと思っている
日本の風潮を変え、多様性な考え方にするべきだと思います。

わたし自身海外が初でしたが、ホストファミリーと築き上げれた関係性は日
本では築き上げられないと感じました。異国からきた私を娘として受け入れて
くれたホストファミリーに感謝でいっぱいですし、日本では味わえない感情を感
じられて感動しました。このような全てを受け入れるような気持ちを持ってい
れば日本も文化の違い、価値観を受け入れたら外国人とのコミュニティも広が
ると思います。

オーストラリアに学びに行って感じた
ことは多様性の面で日本は遅れている
が、オーストラリアは進んでいる。そし
て、日本もついていかなければいけな
いということです。人種や考え、見た
目が違くてもそれでいい、それが普通
の社会という認識に変えていく、わたし
がこのような認識を持って生きていきた
いと研修を通して強く思いました。

「研修を通して」� 佐々木 優心（2SZ1）

今回私は全てが新
鮮に感じ、たくさんの
ことを学ぶことができ
ました。

オーストラリアでの
生活は日本とは驚くほ
ど違い、最初は慣れ
ることに苦戦していま
した。しかし24時間
その環境にいること
でだんだんと慣れて
いき、質問や買い物
などといった簡単なコ
ミュニケーションが必
要な場面で、ほぼ問
題なくスムーズに会
話ができるようになり
ました。ただ、ホスト
ファミリーなどと少し
長い会話をする際に
は、 伝えたいことの
半分も伝わっていな

いような感覚がありました。この研修は英語のコミュニケーショ
ン能力が上がった気もしますが、自分の知っている単語の少なさ
や文法を使いこなせていないことなどを思い知らされたものでも
ありました。だからこそ、今後の学校での学習は現地でどんな情
報が役に立つのかを経験をもとに考えながら進めていきたいと思
います。

オーストラリアと日本の比較をする中で、それぞれの良さが分
かりました。

オーストラリアは、お店の店員さんがとてもフレンドリーで優し
く、接しやすかったです。日本も親切ですが、オーストラリアは
人と人の壁があり過ぎないように思いました。

反対に日本の良さは、自動販売機やコンビニなどの手軽にも
のが買える所が多いということです。どちらもオーストラリアにも
ありましたが、数が圧倒的に日本の方が多かったです。飲み物な
ど必要なものがすぐ手が届く所にある点は、当たり前だと思って
いたけどオーストラリアに行ったからこそ分かったことでした。

この研修で食文化を始め、時間的感覚など様々なことが日本
と異なるオーストラリアで自分の新しい面に気づくことができまし
た。そしてそれを今後、日本でより良いものにしていけるよう努
力していきたいです。この経験で得たことを頭だけでなく日常生
活にも残していき、研修が終わった後でもその価値を上げ続けて
いきます。

アメリカ　2025年3月8日〜 17日
オーストラリア　2025年3月15日〜 23日
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5
月
24
日
㈯
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
の
大
ホ
ー
ル

に
て
、
盛
岡
中
央
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
第
３

回
定
期
演
奏
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

新
顧
問
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
吹
奏
楽
の
名
曲

「
た
な
ば
た
」
や
部
員
が
作
曲
し
た
「
ア
ジ
ュ
ア
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
な
ど
、
部
員
の
発
案
で
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
、
昨
年
度
よ
り
も
充
実
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の
保

護
者
や
友
人
、
地
域
の
方
々
に
多
数
ご
来
場
い
た

だ
き
、
と
て
も
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
顧
問
・
部
員
一
同
た
い
へ

ん
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
部
員
一
人
一

人
の
輝
き
が
お
客
様
に
届
い
て
お
り
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

第
4
回
定
期
演
奏
会
は
令
和
８
年
5
月
23
日
㈯

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
部
員

一
同
練
習
に
励
み
、
よ
り
良
い
演
奏
会
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　今回の修学旅行では、京都や奈良、大阪の歴史について深く知ることができました。京都
では、長らく日本の政治の中心地であった京都の昔からの文化などについて学ぶことができ
ました。奈良では、東大寺や興福寺を見て建物の特徴などを学ぶことができました。また、
大阪では大阪城に行き、日本一高い堅牢な石垣の上に建てられた強大な天守と広大な城郭を
見ました。昔からこのような大きくて立派な城があることを知ってとても驚きました。
　修学旅行では、他にも団体行動の際に自分達だけで行動することで様々なことを学ぶこと
ができました。USJではうまく時間通りに行動することができず時間を無駄にすることもあっ
たので、これをこれからの生活に活かしていきたいと思いました。
　修学旅行では気持ちもリフレッシュすることができたので、これからの学校生活を頑張って
いきたいと思います。� 片岸礼（3A2R）

　自分が修学旅行で学んだことや楽しく思ったことは、京都や奈良の歴史を学んだことやタク
シー研修で自主的な行動力を高めることができたことです。京都や奈良の歴史を学んだ中で
は、清水寺で建造物を支えている下の柱が、留め具を使わずに木材を組む技術だけで組ん
でいることがとても興味深く感じました。USJではジュラシックパークやハリーポッターのアト
ラクションがとても楽しかったです。
　今回の修学旅行では特に何も起こることなく楽しく過ごすことができ、家族や先輩へのお
土産も買えたので満足のいくものになりました。� 坂本青優（3A2R）

　私たちは、韓国へ修学旅行に行く予定でした。しかし、韓国の初雪が11月としては117年
ぶりの大雪となり飛行機が欠航し行くことができませんでした。そうして月日が流れ2月に先
生方やJTBのみなさまのお
かげで2度目の修学旅行に
行くことができました。 前
回とは行き先が異なり、関
西方面へ行きました。それ
ぞれ美味しいものを食べた
り、USJでアトラクションに
乗ったりして、楽しく思い
出に残る修学旅行となりま
した。� 吉田玲奈（3B2）

Terry Fox Run
　テリー・フォックス・ランのボランティアグループは
2022年に設立されました。ボランティア、教職員、生
徒、協力業者の皆様のご支援に多大なる感謝を申し上げ、
2025年1月に15万円を国立がん研究センターへ寄付い
たしましたことをご報告いたします。本校の貢献は、他の
寄付者とともに国立がん研究センター中央病院のロビー
に掲示しております。今年、母の日を祝う5月の最初のイ
ベントでは9600円の寄付金が集まりました。2026年末
までに20万円を集めることを目標に、6月の父の日コー
ヒーイベントや学園祭など、さまざまな企画を続けていま
す。がん研究への継続的なご支援に感謝いたします。

中学校の最後の英語テストで思うような点が取れず、「こ
のままではいけない」と思い、英語をしっかり学べるRコー
スを選びました。入学後、オーストラリアへの短期留学に
挑戦することを決めました。三か月という期間は思った以
上にあっという間でしたが、オーストラリアの文化や価値
観に触れながら英語を使って生活することで、語学力だけ
でなく、自分の考え方や世界の見方も大きく変わりました。
また、一緒にオーストラリアに旅立ったみんなの存在が自
分にとっても大きな支えでした。今回の留学は、今の自分
を見つめ直し、これからどう生きたいかを考える貴重な経
験になりました。� 伊藤広迅（2A2R）

オーストラリア留学

吹
奏
楽
部 

第
３
回
定
期
演
奏
会

高
総
体
　
二
冠
!!

関西修学旅行

及川雄貴（3A1）
高校生活最後の県高総体を、優勝とい

う結果で終われて嬉しく思います。
今まで味わった悔しい経験や『負けた

くない』という想いが前に進む糧になり、
強くなるための努力を重ねてこれました。

自分を応援してくれた全ての人の応援と
支え、努力の足跡が、背中を押してくれ
ました。今後の陸上人生にも今回の経験
を活かして、また更に強くなります。

齊藤巧輝（3SZ1）
とても嬉しいです。ここまで成長す

ることが出来たのは自分でも驚きです。
チームメイトや顧問の先生、家族な

ど沢山の方々に支えられたお陰で達
成することができたと思います。後悔
のない陸上人生を送れて満足です。

令
和
7
年
度
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
の
部
に
お
い

て
男
子
1
部　

4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
に
お
い
て
及
川
雄
貴
（
3
A
1
）、
や

り
投
げ
に
お
い
て
齊
藤
巧
輝（
3
S
Z
1
）が
見
事
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
！

両
選
手
か
ら
喜
び
の
声
が
届
き
ま
し
た
！
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【
陸
上
競
技
部
】

男
子
4
0
0
m

　

5
位　

及
川
雄
貴（
3
A
1
）

男
子
4
0
0
m
H

　

1
位　

及
川
雄
貴（
3
A
1
）

男
子
走
高
跳

　

4
位　

小
野
真
悟（
3
Z
1
）

男
子
棒
高
跳

　

6
位　

菅
原
恵
太（
3
Z
2
）

男
子
や
り
投

　

1
位　

齊
藤
巧
輝（
3
S
Z
1
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

2
回
戦

盛
岡
中
央
23
―
0
高
田

3
回
戦

盛
岡
中
央
2
―
1
花
巻
東

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
1
―
2
盛
岡
商
業

【
柔
道
部
】

〈
男
子
団
体
〉

準
決
勝　
盛
岡
中
央
4
―
1
盛
岡
第
一

決　

勝　
盛
岡
中
央
0
―
4
盛
岡
大
附
属

準
優
勝

〈
女
子
団
体
〉

準
決
勝　
盛
岡
中
央
3
―
0
盛
岡
第
一

決　

勝　
盛
岡
中
央
1
―
2
南
昌
み
ら
い

準
優
勝

〈
女
子
個
人
戦
〉

78
キ
ロ
超
級

　

優　

勝　

藤
村
美
空（
1
B
2
）

78
キ
ロ
級

　

準
優
勝　
阿
部
凛
々
花（
3
A
1
）

70
キ
ロ
級

　

3　

位　
細
工
藤
由
華（
1
B
2
）

63
キ
ロ
級

　

準
優
勝　

佐
藤　

環（
3
A
1
）

57
キ
ロ
級

　

準
優
勝　

小
松
秋
音（
3
A
1
）

〈
男
子
個
人
戦
〉

90
キ
ロ
級

　

準
優
勝　

勝
田
莉
央（
3
A
1
）

66
キ
ロ
級

　

準
優
勝　

織
笠　

琉（
3
B
1
）

66
キ
ロ
級

　

3
位　

細
川
圭
佑（
2
A
2
R
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

2
回
戦　
盛
岡
中
央
60
―
57
軽
米

3
回
戦　
盛
岡
中
央
46
―
103
福
岡

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

公
式
戦　

１
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
2
伊
保
内

１
回
戦　

敗
退

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

〈
男
子
〉　

優
勝

〈
女
子
〉

1
回
戦　

盛
岡
中
央
・
盛
岡
北
・

盛
岡
農
業
0
―
20（
5
回
ｃ
）高

田
・
宮
古
商
工

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

〈
団
体
戦
〉

2
回
戦　
盛
岡
中
央
2
―
1
軽
米
高

3
回
戦　
盛
岡
中
央
0
―
2
黒
沢
尻
工

（
ベ
ス
ト
16
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

〈
男
子
学
校
対
抗
〉

1
回
戦　
盛
岡
中
央
0
―
3
黒
沢
尻
工

〈
女
子
学
校
対
抗
〉

1
回
戦　
盛
岡
中
央
0
―
3
黒
沢
尻
北

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

〈
団
体
戦
〉

男
子
：
2
R
敗
退 

女
子
：
1
R
敗
退

〈
個
人
戦
〉　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

小
野
寺
星
花（
1
Z
1
）
2
R
敗
退

女
子
ダ
ブ
ル
ス

藤
澤
乃
々
花（
3
Z
1
）小
野
寺
星

花（
1
Z
1
）ペ
ア
：
1
R
敗
退

【
卓
球
部
】

〈
男
子
〉学
校
対
抗

1
回
戦　
対　
一
関
工
業　
0
―
3

〈
女
子
〉学
校
対
抗

2
回
戦　
対　
水
沢　
3
―
2

3
回
戦　
対　
盛
岡
市
立　
0
―
3

ベ
ス
ト
16

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

外
下
朋
果（
3
S
Z
1
）・
村
井
瑞

歩（
3
A
2
R
）：
2
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

外
下
朋
果（
3
S
Z
1
）：
2
回
戦
敗
退

村
井
瑞
歩（
3
A
2
R
）：
2
回
戦
敗
退

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】　

第
3
位

2
回
戦　
盛
岡
中
央
28
―
23
盛
岡
三

3
回
戦　
盛
岡
中
央
39
―
17
水
沢
工
業

準
決
勝　
盛
岡
中
央
19
―
49
南
昌
み
ら
い

優
秀
選
手　

浅
倉
春
花（
3
A
1
）

【
な
ぎ
な
た
】　

〈
女
子
個
人
試
合
〉

齊
藤
夏
未（
3
Z
1
）　

第
4
位　

※
東
北
選
手
権
大
会
出
場

【
空
手
道
】

菊
池
ア
ー
チ（
3
B
2
）

【
男
子
個
人
形
】予
選
A
組　

敗
退

【
男
子
個
人
組
手
】1
回
戦
敗
退

【
水
泳
】

男
子
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
：
1
分
07
秒
18

第
3
位　

千
葉
惺
希（
2
S
Z
2
）

男
子
50
ｍ
自
由
形
：
24
秒
34

第
3
位　

千
葉
惺
希（
2
S
Z
2
）

各
種
大
会

�

【
硬
式
野
球
部
】

●
第
72
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
岩
手
県
大
会
盛
岡
地
区
予
選

1
回
戦

盛
岡
中
央
12
―
0
平
舘
高（
5
C
）

代
表
決
定
戦

盛
岡
中
央
5
―
3
盛
岡
第
一　

盛
岡
中
央
4
―
6
盛
岡
誠
桜　

●
第
71
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
岩
手
県
大
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
14
―
2
一
関
修
紅（
6
C
）

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
水
沢
工
業　

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

●
J
F
A
第
12
回
全
日
本
U
18

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
岩
手
県
大
会

第
1
試
合

盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル
5
―
3
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス

第
2
試
合

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
4
―
4
A
C
ミ
レ
グ
リ
ア

第
3
試
合

盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル
3
―
1
A
C
ミ
レ
グ
リ
ア

優
勝　
盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル（
3
年
生
チ
ー
ム
）

準
優
勝　
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス（
2
年
生
チ
ー
ム
）

●
J
F
A
第
12
回
全
日
本
U-

18

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
東
北
大
会

①
盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル

予
選
リ
ー
グ
2
位

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ

盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル
7
―
2
青
森
工
業

盛
岡
中
央
リ
ー
ベ
ル
1
―
3
山
形
明
正
高
校
峯
道

②
盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス

予
選
リ
ー
グ
1
位

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
11
―
2
会
津
工
業（
福
島
）

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
5
―
5
山
形
明
正
飯
田

準
決
勝

盛
岡
中
央
ラ
ヌ
ー
ス
3
―
5
聖
和
学
園（
宮
城
）

【
陸
上
競
技
部
】

●
第
10
回
も
り
お
か
ス
プ
リ
ン
グ
記
録
会

男
子
4
0
0
m

　

3
位　

及
川
雄
貴（
3
A
1
）

男
子
1
5
0
0
m

　

3
位　

尾
藤
寿
哉（
3
Z
2
）

男
子
走
高
跳

　

7
位　

小
野
真
悟（
3
Z
1
）

男
子
や
り
投

　

3
位　

齊
藤
巧
輝（
3
S
Z
1
）

男
子
4
×
4
0
0
m
R

　

5
位　

横
森
環（
３
Ｚ
２
）及
川

雄
貴（
３
Ａ
１
）齊
藤
巧
輝（
３
Ｓ

Ｚ
１
）葛
西
将
弥（
２
Ｚ
１
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
第
1
回
岩
手
県
高
等
学
校
春
季

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

1
回
戦　

盛
岡
中
央
・
盛
岡
北
・
盛

岡
農
業
10
―
17（
6
回
C
）一
関
第
二

●
第
51
回
東
北
高
等
学
校
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

１
回
戦　

盛
岡
中
央
8
―
15
古
川（
宮
城
）

（
5
回
C
）

【
柔
道
部
】

●
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会

〈
団
体
戦
〉男
子

盛
岡
中
央
1
―
2
八
戸
工
大
一（
青
森
）

一
回
戦
敗
退

〈
団
体
戦
〉女
子

盛
岡
中
央
1
―
2
田
村
高
校（
福
島
）

一
回
戦
敗
退

〈
個
人
戦
〉

織
笠　

琉（
3
B
1
）一
回
戦
敗
退

細
川
圭
佑（
2
A
2
R
）一
回
戦
敗
退

小
松
秋
音（
3
A
1
）一
回
戦
敗
退

藤
村
美
空（
1
B
1
）一
回
戦
敗
退

阿
部
凛
々
花（
3
A
1
）一
回
戦
敗
退

勝
田
利
央（
3
A
1
）ベ
ス
ト
8

佐
藤　

環（
3
A
1
）3
位

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

●
第
47
回
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会　
出
場

【
ス
キ
ー
部
】

●
第
74
回
岩
手
県
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会　
令
和
7
年
1
月
11
日

⑴
大
回
転
男
子

1
位　

堀
合　

健
斗（
3
A
1
）

2
位　

伊
藤　

和
飛（
3
A
1
）

⑵
大
回
転
女
子

1
位　

阿
部
美
莉
亜（
3
A
1
卒
）

⑶
回
転
男
子

1
位　

堀
合　

健
斗（
3
A
1
）

2
位　

中
軽
米
拓
人（
3
A
2
卒
）

⑷
回
転
女
子

1
位　

阿
部
美
莉
亜（
3
A
1
卒
）

2
位　

伊
藤
瑠
々
花（
2
B
1
）

●
第
37
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

キ
ー
大
会（
ア
ル
ペ
ン
種
目
）令
和

7
年
3
月
4
日
～
7
日

⑴
大
回
転
男
子

9
位　

堀
合　

健
斗（
3
A
1
）

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

●
令
和
７
年
度
盛
岡
市
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

予
選
リ
ー
グ　

1
勝
1
敗
で
順
位

決
定
2
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ

盛
岡
中
央
2
―
1
岩
手
女
子

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
二

順
位
決
定
2
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
四

順
位
7
・
8
位
決
定
戦

盛
岡
中
央
1
―
2
盛
岡
商
業

参
加
12
チ
ー
ム
中
8
位

【
ゴ
ル
フ
部
】

●
第
52
回
岩
手
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

16
位　

藤
原
天
飛（
2
A
2
）

20
位　

佐
々
木
琉
月（
3
B
1
）

※
東
北
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
出
場

●
第
47
回
東
北
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

13
位　

佐
々
木
ひ
か
り（
3
B
2
）

●
第
26
回
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

〈
男
子
の
部
〉

優
勝　

藤
原
天
飛（
2
A
2
）

2
位　

佐
々
木
琉
月（
3
B
1
）・

4
位　

中
島
義
喜（
2
B
1
）

5
位　

菊
池
康
佑（
1
A
1
）

〈
女
子
の
部
〉

優
勝　

佐
々
木
ひ
か
り（
3
B
2
）

3
位　

新
田
智
央（
3
B
2
）

4
位　

乙
部
晴
南（
1
A
1
）

5
位　

渡
邉
さ
ら（
1
A
2
）

●
第
52
回
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大

会（
宮
城
県
）ゴ
ル
フ
競
技　

佐
々
木
琉
月（
3
B
1
）・
藤
原
天

飛（
2
A
2
）出
場

●
第
30
回
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
競
技　
兼　
東
北
高
等
学
校
学

校
・
中
学
校
ゴ
ル
フ
競
技
春
季
大
会

〈
男
子
〉

13
位　

藤
原
天
飛（
2
A
2
）

16
位　

佐
々
木
琉
月（
3
B
1
）

8
位　

中
島
義
喜（
2
B
1
）

1
位　

菊
池
康
佑（
1
A
1
）

〈
女
子
〉

12
位　

佐
々
木
ひ
か
り（
3
B
2
）

23
位　

新
田
智
央（
3
B
2
）

【
な
ぎ
な
た
】　

●
第
27
回
東
北
高
等
学
校
な
ぎ
な

た
選
手
権
大
会

〈
女
子
個
人
試
合
〉

ベ
ス
ト
8　

齊
藤
夏
未（
3
Z
1
）

（
第
５
位
）

【
囲
碁
将
棋
部
】

【
将
棋
】

●
第
47
回
岩
手
県
高
等
学
校
将
棋
大
会

〈
団
体
戦
〉
B
級　

第
4
位

［
大
将
］細
川
昂
徳（
3
S
Z
1
）

［
副
将
］細
川 

理
仁（
3
S
Z
1
）

［
三
将
］一
本
木
大
陸（
1
A
2
）

〈
個
人
戦
〉

A
級　

細
川 

昂
徳（
3
S
Z
1
）  

3
回
戦
敗
退（
ベ
ス
ト
16
）

B
級　

細
川 

理
仁（
3
S
Z
1
）  

2
勝
3
敗

C
級　

一
本
木
大
陸（
1
A
2
）  

1
勝
4
敗

高
総
体
結
果

第77回
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教 職 員 紹 介
管 理 職管 理 職

川上   圭一 与座　宏章
地歴公民

副校長

松井　輝能
外国語

特命教頭

熊倉　秀紀
外国語

教　頭

及川　満洋
保健体育

教　頭

小原　祐一
保健体育
サッカー

副教頭

山賀　敏也
国語

ソフトボール

EIC長

吉田　幸彦
地歴公民
生徒会

副教頭校　長

氏　　名
担当教科

担当クラブ

クラス

★は新任の先生
■は学年長

事　務事　務

伊藤　文彦 栃澤　朗子 宮井　寛 由利　和彦齊藤 奈々紀

養護教諭養護教諭

佐藤　樺衣

東医Vコース東医Vコース

特進選抜SＺコース特進選抜SＺコース 特進Zコース特進Zコース

国際Rコース国際Rコース

進学選抜Aコース進学選抜Aコース 進学総合Bコース進学総合Bコース

★

1 年 生

玉山　光典
理科
科学

1SZ1副

山崎　元
地歴公民

バドミントン

1Z2副

本間　崇朗
地歴公民
硬式野球

1Z1副

大平　達郎
数学

吹奏楽

1SZ2正

山本　浩之
理科

中学吹奏楽

1V正

★

渡邊　晃
数学
茶道

1V副

★

田村　紘大
外国語
生徒会

1SZ1正

糸井　眞一
理科

1SZ2副

茶道

伊東　雄一
地歴公民
スキー

1Z1正

■

菊池　亨
地歴公民
テニス

1Z2正

柔道

中森　淳
数学

ソフトボール

1A1正

樋口　正之
情報
卓球

1A3R正

柔道

松井　輝能
外国語

1A1副

★

澤田　怜利
外国語

チアリーディング

1A2正

岩崎　聡史
数学

さんさ

1A2副

齊藤　匡郎
国語

ソフトテニス

1A3R副

ブライアン･コルパ
外国語
芸術

1A3R副

長澤　英胤
芸術・保健体育

1B1正

ハンドボール

小原　祐一
保健体育
サッカー

1B1副

北川　貢
保健体育
陸上競技

1B2正

松野　勝彦
情報

硬式野球

1B2副

2 年 生

田村　祐太
数学

バスケットボール

2V正

藤原　陽子
家庭
家庭

2Z2副

■

佐々木　恵
国語

さんさ

2V副

平井　哲也
数学

囲碁・将棋

2SZ1正

山田　智
理科
科学

2SZ1副

杉本　実歩
外国語

English club

2SZ2正

★

山賀　敏也
国語

ソフトボール

2SZ2副

羽岡　大輔
数学

吹奏楽

2Z1正

★

晴山　幸弘
外国語
芸術

2Z1副

柴田　大心
数学

生徒会

2Z2正

成田　明伸
国語

バスケットボール

2A1正

柔道

佐々木 敬之
地歴公民
硬式野球

2B2正

杉田　陽子
保健体育

ハンドボール

2A1副

石川 圭一郎
地歴公民
テニス

2A2R正

平山　敏
地歴公民

応援

2A2R副

ジェイダ・フォン
外国語

English club

2A2R副

村田　大
保健体育
サッカー

2B1正

高橋　亨
地歴公民
ゴルフ

2B1副

熊沢　直哉
保健体育

特設

2B2副

３ 年 生

佐藤　律子
国語
芸術

3Z1正

齊藤　成一
理科
家庭

3V副

朝日田 光晴
理科
応援

3SZ1副

中野　浩
情報

バレーボール

3Z2副

川手　祐輔
地歴公民
ゴルフ

3Z1副

村田　伸也
国語
文芸

3V正

梅木　翔太
数学

ソフトテニス

3SZ1正

工藤　洸
地歴公民
陸上競技

3SZ2正

高橋　勝弘
理科

囲碁・将棋

3SZ2副

佐々木 美咲
外国語
卓球

3Z2正

中嶋　尚樹
外国語

バレーボール

3A1正

中村　祐史
理科

少林寺拳法

3A2R正

吉田　幸彦
地歴公民

特設・生徒会

3A1副

久保田　豪
保健体育

柔道

3B1正

佐藤　祐那
保健体育、情報

サッカー

3B2正

米澤　守
地歴公民
硬式野球

3B1副

氷見　浩一
国語

ソフトテニス

3B2副

★

高橋　徹多
数学
合唱

3A2R副

★

事務長

■

ファティマ･カーン
外国語

English club

3A2R副



盛岡中央高校PTA会報 第62号　令和7年7月14日 （6）

　今回は国際交流・新任の先生方に加え、合格体験記や学習時間アンケートなど進路関係について多く記事にしました。今年度は中国の
信
しんなん

男教育学園、アメリカのラングリー高校との交流もあり、本校の国際交流活動はどんどん活性化しています。今号発行にあたり、多く
の先生方・生徒、そしてPTA会報委員会の方々にご協力いただきました。本当にありがとうございました。

編
後
集
記

教
頭

松
井
　
輝
能
　
先
生

①
和
歌
山
県

②
和
歌
山
県
立
那
賀

高
等
学
校
普
通
科

③
旅
行
・
カ
ラ
オ
ケ

④
今
も
昔
も
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

⑤N
othing ventured,nothing 

gained

羽
岡
　
大
輔
　
先
生

①
岩
手
県
奥
州
市

②
県
立
水
沢
高
等
学

校
理
数
科

③
日
帰
り
温泉
巡
り

④
鶯
宿
温泉
石
の
湯
の
岩
盤
浴　
ほ
ん
と

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
汗
出
ま
す
が
…

今
年
の
８
月
で
廃
業
す
る
と
の
こ
と

⑤
初
心
に
戻
っ
て
、
生
徒
と
共
に
考
え

る
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

山
本
　
浩
之
　
先
生

①
東
京
都
八
王
子
市

②
錦
城
高
等
学

校
（
大
先
輩
に
所

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
や
B’
ｚ
の
松
本
さ
ん
な

ど
い
ま
す
）

③
料
理
、
お
菓
子
作
り

④
も
う
す
ぐ
3
歳
に
な
る
息
子

⑤
盛
岡
歴
8
年
目
で
す
。
良
い
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

杉
本
　
実
歩
　
先
生

①
大
阪
府
大
阪
市

②
大
阪
府
立
大
手
前

高
等
学
校

③
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞　
④
宝
塚
歌
劇

団　
⑤
日
常
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
　
徹
多
　
先
生

①
埼
玉
県
坂
戸
市

②

P
a

n
t

h
e

r 
C

re
e

k
 H

ig
h 

school

（
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
に
あ
り
ま
す
！
）

③
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

④
ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ
ン
で
す

⑤
東
京
、
埼
玉
、
ア
メ
リ
カ
、
埼
玉
と

越
し
て
き
て
、
盛
岡
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
自
分
の
経
験
が
活
か
せ
る
よ
う
な

授
業
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

渡
邊
　
晃
　
先
生

①
秋
田
県
秋
田
市

②
秋
田
県
立
秋
田
南

高
等
学
校

③
80
年
代
～
90
年
代
の
洋
楽
を
聞
く
こ

と　
④
盛
岡
市
内
の
散
策

⑤
数
学
の
教
員
と
し
て
単
に
教
科
書
の

問
題
や
入
試
問
題
の
解
き
方
を
教
え
る

の
で
は
な
く
、
学
問
と
し
て
の
数
学
の

本
質
や
、
問
題
の
自
然
科
学
的
な
背
景

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を

心
掛
け
た
い
。

事
務
員

由
利
　
和
彦
　
さ
ん

①
岩
手
県
花
巻
市
東

和
町

②
岩
手
県
立
東
和
高
校

③
ゴ
ル
フ
（
現
在
休
業
中
）

④
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

⑤
慣
れ
な
い
環
境
で
の
勤
務
で
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

①
出
身
地　
②
出
身
高
校　
③
趣
味　

④
今
の
「
推
し
」
は
？　
⑤
一
言　
⑥

本
校
に
在
籍
し
て
い
た
時
の
思
い
出
。

（
本
校
卒
業
生
の
み
）

新
任
の
先
生
の
自
己
紹
介

コース別学習時間アンケート

１学年（Ｖ・ＳＺ・Ｚコース）
平日

選択肢 学年 V組 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 15.6 7.1 29.2 20.0 6.9 13.8

30分 17.2 28.6 25.0 8.0 13.8 13.8
1時間 17.2 21.4 12.5 16.0 27.6 10.3

1時間30分 15.6 28.6 4.2 16.0 6.9 27.6
2時間 15.6 7.1 25.0 8.0 20.7 13.8
3時間 11.5 0 4.2 24.0 10.3 13.8

4時間以上 7.4 7.1 0 8.0 13.8 6.9
平均学習時間 1時間27分 1時間13分 56分 1時間38分 1時間46分 1時間33分
休日

選択肢 学年 V組 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 10.7 7.1 20.8 4.0 6.9 13.8

30分 7.4 0 12.5 12.0 3.4 6.9
1時間 8.2 0 16.7 12.0 3.4 3.4

1時間30分 4.9 14.3 4.2 0 10.3 0
2時間 19.7 14.3 12.5 20.0 24.1 24.1
3時間 18.9 35.7 16.7 16.0 17.2 17.2

4時間以上 29.5 28.6 16.7 36.0 31.0 34.5
未記入・誤記入 0.8 0 0 0 3.4 0
平均学習時間 2時間40分 2時間51分 1時間55分 2時間59分 2時間58分 2時間43分

１学年（Ａ・Ｒ・Ｂコース）
平日

選択肢 学年 A1組 A2組 A3R組 B1組 B2組
ほとんどしない 19.2 12.5 21.2 12.1 29.6 23.1

30分 23.2 21.9 33.3 15.2 29.6 15.4
1時間 30.5 28.1 18.2 39.4 22.2 46.2

1時間30分 10.6 15.6 3.0 21.2 11.1 0
2時間 11.3 15.6 15.2 9.1 7.4 7.7
3時間 1.3 3.1 0 0 0 3.8

4時間以上 2.6 3.1 3.0 3.0 0 3.8
未記入・誤記入 1.3 0 6.0 0 0 0
平均学習時間 58分 1時間9分 52分 1時間5分 41分 1時間
休日

選択肢 学年 A1組 A2組 A3R組 B1組 B2組
ほとんどしない 13.2 15.6 12.1 12.1 18.5 7.7

30分 14.6 12.5 15.2 12.1 22.2 11.5
1時間 17.2 6.3 24.2 15.2 18.5 23.1

1時間30分 15.9 18.8 15.2 12.1 18.5 15.4
2時間 20.5 15.6 9.1 30.3 18.5 30.8
3時間 6.6 9.4 6.1 12.1 0 3.8

4時間以上 10.6 21.9 12.1 6.1 3.7 7.7
未記入・誤記入 1.3 0 6.0 0 0 0
平均学習時間 1時間36分 1時間56分 1時間35分 1時間40分 1時間6分 1時間38分

２学年（Ｖ・ＳＺ・Ｚコース）
平日

選択肢 学年 V組 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 36.2 15.8 34.5 55.0 35.1 42.9

30分 11.0 10.5 0 15.0 21.6 4.8
1時間 20.5 21.1 20.7 15.0 24.3 19.0

1時間30分 15.0 15.8 31.0 5.0 2.7 23.8
2時間 11.0 21.1 6.9 5.0 10.8 9.5
3時間 6.3 15.8 6.9 5.0 5.4 0

4時間以上 0 0 0 0 0 0
平均学習時間 54分 1時間24分 1時間1分 33分 46分 46分
休日

選択肢 学年 V組 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 20.5 15.8 20.7 20.0 16.2 33.3

30分 7.9 0 0 15.0 8.1 19.0
1時間 9.4 0 17.2 10.0 13.5 0

1時間30分 15.7 5.3 13.8 15.0 21.6 19.0
2時間 11.0 10.5 3.4 15.0 13.5 14.3
3時間 16.5 15.8 31.0 10.0 8.1 14.3

4時間以上 18.9 52.6 13.8 15.0 0 0
平均学習時間 1時間58分 3時間14分 2時間2分 1時間36分 1時間54分 1時間6分

２学年（Ａ・Ｒ・Ｂコース）
平日

選択肢 学年 A1組 A2R組 B1組 B2組
ほとんどしない 70.6 68.4 66.7 66.7 84.0

30分 21.0 23.7 20.8 20.0 16.0
1時間 5.0 2.6 8.3 10.0 0

1時間30分 1.7 2.6 4.2 0 0
2時間 0.8 2.6 0 0 0
3時間 0.8 0 0 3.3 0

4時間以上 0 0 0 0 0
平均学習時間 13分 14分 15分 18分 5分
休日

選択肢 学年 A1組 A2R組 B1組 B2組
ほとんどしない 58.0 44.7 45.8 63.3 84.0

30分 19.3 21.1 20.8 20.0 12.0
1時間 16.8 28.9 25.0 6.7 4.0

1時間30分 2.5 0 8.3 3.3 0
2時間 0.8 0 0 3.3 0
3時間 2.5 5.3 0 3.3 0

4時間以上 0 0 0 0 0
平均学習時間 24分 33分 29分 23分 6分

３学年（ＳＺ・Ｚコース）
平日

選択肢 学年 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 12.2 9.4 6.3 20.7 13.5

30分 7.6 18.8 3.1 10.3 0
1時間 19.1 18.8 12.5 17.2 24.3

1時間30分 14.5 18.8 18.8 10.3 10.8
2時間 16.8 15.6 21.9 17.2 13.5
3時間 17.6 12.5 28.1 6.9 21.6

4時間以上 12.2 6.3 9.4 17.2 16.2
平均学習時間 1時間52分 1時間32分 2時間5分 1時間43分 2時間5分
休日

選択肢 学年 SZ1組 SZ2組 Z1組 Z2組
ほとんどしない 6.1 9.4 0 3.4 10.8

30分 3.1 0 6.3 6.9 0
1時間 3.8 6.3 3.1 3.4 2.7

1時間30分 2.3 3.1 0 3.4 2.7
2時間 22.1 21.9 9.4 34.5 21.6
3時間 18.3 18.8 25.0 13.8 16.2

4時間以上 44.3 40.6 56.3 34.5 45.9
平均学習時間 3時間21分 3時間5分 3時間56分 2時間57分 3時間27分

３学年（Ａ・Ｒ・Ｂコース）
平日

選択肢 学年 A1組 A2R組 B1組 B2組
ほとんどしない 59.8 66.7 12.0 71.0 75.8

30分 11.0 11.1 4.0 16.1 12.1
1時間 11.0 11.1 24.0 3.2 9.1

1時間30分 6.3 2.8 20.0 3.2 3.0
2時間 6.3 2.8 24.0 3.2 0
3時間 1.6 2.8 4.0 0 0

4時間以上 3.9 2.8 12.0 3.2 0
平均学習時間 36分 28分 1時間41分 23分 12分
休日

選択肢 学年 A1組 A2R組 B1組 B2組
ほとんどしない 52.8 41.7 8.0 77.4 72.7

30分 11.0 13.9 4.0 12.9 12.1
1時間 9.4 22.2 12.0 0 3.0

1時間30分 3.1 0 4.0 3.2 6.1
2時間 7.1 11.1 16.0 0 3.0
3時間 7.1 5.6 20.0 6.5 0

4時間以上 9.4 5.6 36.0 0 3.0
平均学習時間 1時間 58分 2時間48分 18分 22分

【学習状況アンケート】クラス間度数分布

先日実施したスタディサポートで学生徒の時間について調査を実施いた
しました。1年生の平均学習時間はコース問わず平日1 ～ 2時間、休日は
2 ～ 3時間程度で例年とほぼ同様でした。また、V・SZ・Zコースの平均
学習時間は難関大合格圏の学習時間とほぼ同等となりました。2年生では、
1年次より学習時間が少なくなり、更に「ほとんどしない」が急増しました。
A・R・Bコースの「ほとんどしない」生徒は平日が7割、休日が6割近くを
占めました。３年生ではV・SZ・Zコースを中心に学習時間が増えています
が、それでもA・R・Bコースでは「ほとんどしない」が「５割以上を占めま
した。A・R・Bコースは部活動に所属している生徒の割合が多いため、学
習との両立ができていないことが予想されます。両立に向けては二者面談
等で担任から生活の工夫について提案しておりますが、定着に至っていな
いことが予想されます。これまでに部活動に所属していた生徒で、休み時
間や朝早く登校するなど日常生活を工夫することで学習時間を確保した生
徒もいました。その生徒は、日常での学習習慣が身についていたため、部

活動引退後はこれまで部活動にあてていた時間を全て学習時間にあてるこ
とができていました。そして、最後の追い込みに大きな伸びを見せ、見事
進路目標を達成しました。

また、全体として、進路希望調査の結果、８割以上の生徒が進学を希
望しているにもかかわらず学習時間が以前より大幅に少なくなっています。
以前に、進学先について聞いても答えが漠然としている生徒も多く見られ
ました。そのため、学習への意欲が上がらないことも予想されました。二
者面談等で度々担任がより具体的に方向性を打ち出せるよう、進路指導を
行い、学習に対する意欲を向上させようと日々努めております。また、進
路指導課としても、進路講演会や進路情報提供、適性検査などあらゆる面
から生徒の可能性を引き出し、将来の目標を見出し、自己実現の一助にな
るようこれからも取り組んでいきたいと考えております。

進路指導課長　朝日田光晴


